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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第３区分
【発行日】平成30年5月17日(2018.5.17)

【公開番号】特開2016-193468(P2016-193468A)
【公開日】平成28年11月17日(2016.11.17)
【年通号数】公開・登録公報2016-064
【出願番号】特願2015-74642(P2015-74642)
【国際特許分類】
   Ｂ２４Ｂ   9/14     (2006.01)
   Ｂ２４Ｂ  49/03     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２４Ｂ    9/14     　　　Ａ
   Ｂ２４Ｂ   49/03     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成30年3月29日(2018.3.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
眼鏡レンズを保持するレンズチャック軸と、眼鏡フレームのリムに眼鏡レンズを保持させ
るためのヤゲンの前斜面及び後斜面を眼鏡レンズの周縁に同時に加工するＶ溝を持つヤゲ
ン加工具と、前記ヤゲン加工具が取り付けられた加工具回転軸と前記レンズチャック軸と
の相対的な角度を含む相対的な位置関係を調整する調整手段と、を備え、眼鏡レンズの周
縁にヤゲンを加工する眼鏡レンズ加工装置であって、
前記Ｖ溝の開き角度より小さな溝角度のリムにレンズを保持させるためのヤゲンの前斜面
及び後斜面の角度データを取得する角度データ取得手段と、
取得されたヤゲンの前斜面の角度データに基づいて前記調整手段を制御し、前記加工具回
転軸と前記レンズチャック軸との相対的な角度を調整して前記Ｖ溝の前溝部位でヤゲンの
前斜面を加工する前斜面加工段階と、取得されたヤゲンの後斜面の角度データに基づいて
前記調整手段を制御し、前記加工具回転軸と前記レンズチャック軸との相対的な角度を前
記前斜面加工段階とは異なる角度で調整して前記Ｖ溝の後溝部位でヤゲンの後斜面を加工
する後斜面加工段階と、を行うことで前記Ｖ溝の開き角度より小さなヤゲン角度のヤゲン
をレンズ周縁に加工する制御手段と、
を備えることを特徴とする眼鏡レンズ加工装置。
【請求項２】
眼鏡レンズを保持するレンズチャック軸と、眼鏡フレームのリムに眼鏡レンズを保持させ
るためのヤゲンの前斜面及び後斜面を眼鏡レンズの周縁に同時に加工するＶ溝を持つヤゲ
ン加工具と、前記ヤゲン加工具が取り付けられた加工具回転軸と前記レンズチャック軸と
の相対的な位置関係を調整する第１調整手段と、を備え、眼鏡レンズの周縁にヤゲンを加
工する眼鏡レンズ加工装置であって、
ヤゲンの前斜面及び後斜面を別々に加工するための第２ヤゲン加工具と、
前記第２ヤゲン加工具が取り付けられた第２加工具回転軸と前記レンズチャック軸とのの
相対的な角度を含む相対的な位置関係を調整する第２調整手段と、
前記Ｖ溝の開き角度より小さな溝角度のリムにレンズを保持させるためのヤゲンの前斜面
及び後斜面の角度データを取得する角度データ取得手段と、
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取得されたヤゲンの前斜面の角度データに基づいて前記第２調整手段を制御し、前記第２
加工具回転軸と前記レンズチャック軸との相対的な角度を調整して前記第２ヤゲン加工具
でヤゲンの前斜面を加工する前斜面加工段階と、取得されたヤゲンの後斜面の角度データ
に基づいて前記第２調整手段を制御し、前記第２加工具回転軸と前記レンズチャック軸と
の相対的な角度を前記前斜面加工段階とは異なる角度で調整して前記第２ヤゲン加工具で
ヤゲンの後斜面を加工する後斜面加工段階と、を行うことで前記Ｖ溝の開き角度より小さ
なヤゲン角度のヤゲンをレンズ周縁に加工する制御手段と、
を備えることを特徴とする眼鏡レンズ加工装置。
【請求項３】
眼鏡レンズを保持するレンズチャック軸と、眼鏡フレームのリムに眼鏡レンズを保持させ
るためのヤゲンの前斜面及び後斜面を眼鏡レンズの周縁に同時に加工するＶ溝を持つヤゲ
ン加工具と、前記ヤゲン加工具が取り付けられた加工具回転軸と前記レンズチャック軸と
の相対的な角度を含む相対的な位置関係を調整する調整手段と、を備え、眼鏡レンズの周
縁にヤゲンを加工する眼鏡レンズ加工装置において実行される眼鏡レンズ加工プログラム
であって、
眼鏡レンズ加工装置のプロセッサによって実行されることで、
前記Ｖ溝の開き角度より小さな溝角度のリムにレンズを保持させるためのヤゲンの前斜面
及び後斜面の角度データを取得する角度データ取得ステップと、
取得されたヤゲンの前斜面の角度データに基づいて前記調整手段を制御し、前記加工具回
転軸と前記レンズチャック軸との相対的な角度を調整して前記Ｖ溝の前溝部位でヤゲンの
前斜面を加工する前斜面加工段階と、取得されたヤゲンの後斜面の角度データに基づいて
前記調整手段を制御し、前記加工具回転軸と前記レンズチャック軸との相対的な角度を前
記前斜面加工段階とは異なる角度で調整して前記Ｖ溝の後溝部位でヤゲンの後斜面を加工
する後斜面加工段階と、を行うことで前記Ｖ溝の開き角度より小さなヤゲン角度のヤゲン
をレンズ周縁に加工する制御ステップと、
を眼鏡レンズ加工装置に実行させることを特徴とする眼鏡レンズ加工プログラム。
【請求項４】
眼鏡レンズを保持するレンズチャック軸と、眼鏡レンズの周縁にヤゲンの前斜面及び後斜
面を同時に加工するＶ溝を持つ第１ヤゲン加工具と、ヤゲンの前斜面及び後斜面を別々に
加工するための第２ヤゲン加工具と、前記第２ヤゲン加工具が取り付けられた第２加工具
回転軸と前記レンズチャック軸とのの相対的な角度を含む相対的な位置関係を調整する調
整手段と、を備え、眼鏡フレームのリムに眼鏡レンズを保持させるヤゲンをレンズ周縁に
加工する眼鏡レンズ加工装置において実行される眼鏡レンズ加工プログラムであって、
眼鏡レンズ加工装置のプロセッサによって実行されることで、
前記Ｖ溝の開き角度より小さな溝角度のリムにレンズを保持させるためのヤゲンの前斜面
及び後斜面の角度データを取得する角度データ取得ステップと、
取得されたヤゲンの前斜面の角度データに基づいて前記第２加工具回転軸と前記レンズチ
ャック軸との相対的な角度を調整し、前記第２ヤゲン加工具でヤゲンの前斜面を加工する
前斜面加工段階と、取得されたヤゲンの後斜面の角度データに基づいて前記第２加工具回
転軸と前記レンズチャック軸との相対的な角度を前記前斜面加工段階とは異なる角度で調
整し、前記第２ヤゲン加工具でヤゲンの後斜面を加工する後斜面加工段階と、を行うこと
で前記Ｖ溝の開き角度より小さなヤゲン角度のヤゲンをレンズ周縁に加工する制御ステッ
プと、
を眼鏡レンズ加工装置に実行させることを特徴とする眼鏡レンズ加工プログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
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　上記課題を解決するために、本開示における典型的な実施形態は以下のような構成を備
えることを特徴とする。
（１）　眼鏡レンズを保持するレンズチャック軸と、眼鏡フレームのリムに眼鏡レンズを
保持させるためのヤゲンの前斜面及び後斜面を眼鏡レンズの周縁に同時に加工するＶ溝を
持つヤゲン加工具と、前記ヤゲン加工具が取り付けられた加工具回転軸と前記レンズチャ
ック軸との相対的な角度を含む相対的な位置関係を調整する調整手段と、を備え、眼鏡レ
ンズの周縁にヤゲンを加工する眼鏡レンズ加工装置であって、
前記Ｖ溝の開き角度より小さな溝角度のリムにレンズを保持させるためのヤゲンの前斜面
及び後斜面の角度データを取得する角度データ取得手段と、取得されたヤゲンの前斜面の
角度データに基づいて前記調整手段を制御し、前記加工具回転軸と前記レンズチャック軸
との相対的な角度を調整して前記Ｖ溝の前溝部位でヤゲンの前斜面を加工する前斜面加工
段階と、取得されたヤゲンの後斜面の角度データに基づいて前記調整手段を制御し、前記
加工具回転軸と前記レンズチャック軸との相対的な角度を前記前斜面加工段階とは異なる
角度で調整して前記Ｖ溝の後溝部位でヤゲンの後斜面を加工する後斜面加工段階と、を行
うことで前記Ｖ溝の開き角度より小さなヤゲン角度のヤゲンをレンズ周縁に加工する制御
手段と、を備えることを特徴とする。
（２）　眼鏡レンズを保持するレンズチャック軸と、眼鏡フレームのリムに眼鏡レンズを
保持させるためのヤゲンの前斜面及び後斜面を眼鏡レンズの周縁に同時に加工するＶ溝を
持つヤゲン加工具と、前記ヤゲン加工具が取り付けられた加工具回転軸と前記レンズチャ
ック軸との相対的な位置関係を調整する第１調整手段と、を備え、眼鏡レンズの周縁にヤ
ゲンを加工する眼鏡レンズ加工装置であって、
ヤゲンの前斜面及び後斜面を別々に加工するための第２ヤゲン加工具と、前記第２ヤゲン
加工具が取り付けられた第２加工具回転軸と前記レンズチャック軸とのの相対的な角度を
含む相対的な位置関係を調整する第２調整手段と、前記Ｖ溝の開き角度より小さな溝角度
のリムにレンズを保持させるためのヤゲンの前斜面及び後斜面の角度データを取得する角
度データ取得手段と、取得されたヤゲンの前斜面の角度データに基づいて前記第２調整手
段を制御し、前記第２加工具回転軸と前記レンズチャック軸との相対的な角度を調整して
前記第２ヤゲン加工具でヤゲンの前斜面を加工する前斜面加工段階と、取得されたヤゲン
の後斜面の角度データに基づいて前記第２調整手段を制御し、前記第２加工具回転軸と前
記レンズチャック軸との相対的な角度を前記前斜面加工段階とは異なる角度で調整して前
記第２ヤゲン加工具でヤゲンの後斜面を加工する後斜面加工段階と、を行うことで前記Ｖ
溝の開き角度より小さなヤゲン角度のヤゲンをレンズ周縁に加工する制御手段と、を備え
ることを特徴とする。
（３）　眼鏡レンズを保持するレンズチャック軸と、眼鏡フレームのリムに眼鏡レンズを
保持させるためのヤゲンの前斜面及び後斜面を眼鏡レンズの周縁に同時に加工するＶ溝を
持つヤゲン加工具と、前記ヤゲン加工具が取り付けられた加工具回転軸と前記レンズチャ
ック軸との相対的な角度を含む相対的な位置関係を調整する調整手段と、を備え、眼鏡レ
ンズの周縁にヤゲンを加工する眼鏡レンズ加工装置において実行される眼鏡レンズ加工プ
ログラムであって、
眼鏡レンズ加工装置のプロセッサによって実行されることで、前記Ｖ溝の開き角度より小
さな溝角度のリムにレンズを保持させるためのヤゲンの前斜面及び後斜面の角度データを
取得する角度データ取得ステップと、取得されたヤゲンの前斜面の角度データに基づいて
前記調整手段を制御し、前記加工具回転軸と前記レンズチャック軸との相対的な角度を調
整して前記Ｖ溝の前溝部位でヤゲンの前斜面を加工する前斜面加工段階と、取得されたヤ
ゲンの後斜面の角度データに基づいて前記調整手段を制御し、前記加工具回転軸と前記レ
ンズチャック軸との相対的な角度を前記前斜面加工段階とは異なる角度で調整して前記Ｖ
溝の後溝部位でヤゲンの後斜面を加工する後斜面加工段階と、を行うことで前記Ｖ溝の開
き角度より小さなヤゲン角度のヤゲンをレンズ周縁に加工する制御ステップと、を眼鏡レ
ンズ加工装置に実行させることを特徴とする。
（４）　眼鏡レンズを保持するレンズチャック軸と、眼鏡レンズの周縁にヤゲンの前斜面
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及び後斜面を同時に加工するＶ溝を持つ第１ヤゲン加工具と、ヤゲンの前斜面及び後斜面
を別々に加工するための第２ヤゲン加工具と、前記第２ヤゲン加工具が取り付けられた第
２加工具回転軸と前記レンズチャック軸とのの相対的な角度を含む相対的な位置関係を調
整する調整手段と、を備え、眼鏡フレームのリムに眼鏡レンズを保持させるヤゲンをレン
ズ周縁に加工する眼鏡レンズ加工装置において実行される眼鏡レンズ加工プログラムであ
って、
眼鏡レンズ加工装置のプロセッサによって実行されることで、前記Ｖ溝の開き角度より小
さな溝角度のリムにレンズを保持させるためのヤゲンの前斜面及び後斜面の角度データを
取得する角度データ取得ステップと、取得されたヤゲンの前斜面の角度データに基づいて
前記第２加工具回転軸と前記レンズチャック軸との相対的な角度を調整し、前記第２ヤゲ
ン加工具でヤゲンの前斜面を加工する前斜面加工段階と、取得されたヤゲンの後斜面の角
度データに基づいて前記第２加工具回転軸と前記レンズチャック軸との相対的な角度を前
記前斜面加工段階とは異なる角度で調整し、前記第２ヤゲン加工具でヤゲンの後斜面を加
工する後斜面加工段階と、を行うことで前記Ｖ溝の開き角度より小さなヤゲン角度のヤゲ
ンをレンズ周縁に加工する制御ステップと、を眼鏡レンズ加工装置に実行させることを特
徴とする。
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